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 美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力８２万６千キロワッ

ト、定格熱出力２４４万キロワット）は、第２６回定期検査中、本日１６

時５４分頃、中央制御室において「Ａアキュムレータ※１圧力低」の警報が

発信しました。 

関連パラメータを確認したところ、Ａアキュムレータ圧力が、保安規定

に定める運転上の制限値４．０４ＭＰａを下回り、４．０１０ＭＰａに低

下していることを確認しました。 

このため、１６時５４分に保安規定の運転上の制限※２を満足していな

い状態にあると判断しました。 

 

その後、Ａアキュムレータの圧力が４．０５２ＭＰａに回復したことか

ら、１６時５７分に保安規定の運転上の制限を満足する状態に復帰しまし

た。 

 

現在、原因について、調査を行っています。 

 

本件による環境への放射能の影響はありません。 

 
※１：ほう酸水を蓄えているタンクで、３系統ある１次冷却系統にそれぞれ１基ずつ設置されて

いる。原子炉冷却材喪失事故時など、１次冷却系統の圧力が窒素で加圧されている蓄圧タ
ンクの圧力よりも低下した際に、ほう酸水が系統に注入される。 

※２：保安規定第５１条において、モード１、２および３（１次冷却材圧力が６．８９ＭＰａを
超える場合）におけるアキュムレータ圧力は、４．０４ＭＰａ以上であることが求められ
ている。 
  

以 上 

 

 


